
豪雨時の被害状況

答弁：先行きの見えない農業政策の中で、
入り口としての買取保障、出口としての学
校給食、このスキームは新たなチャレンジ
の一つであり、関係各位の理解と協力を得
ながら、それぞれの現状や課題・問題点を
一つ一つ解決することが必要となってくる
と思われますとの答弁がありました。

質問：｢近年いわゆる令和のコメ騒動」とも言える社会現象が起きてお
り、多くの家庭や飲食業に深刻な影響を与えています。市として、学校
給食での買い取りを保障することで、農家の方々は安心して作付けがで
きる。また、市内の子どもたちに食べてもらえるということが、やりが
いにもつながるという地域ぐるみの取り組みを進めることが必要と考え
ますが見解を伺いました。

コメ農家の現状と農業を再生させるための政策実現について

答弁：現在、外国人の対応は、各担当窓口
で行っているところですが、今後の外国人
数の推移や地域の状況に注視しながら、先
進事例の調査研究とともに、今後の総合的
な窓口の必要性についても検討していきた
いとの答弁をいただきました。

質問：昨今、日本では外国人技能実習生や特定技能による外国人材な
ど、数多くの外国人の方が来日しており、日本語指導が必要な子どもが
年々増加をしています。日本語教育を受ける機会を充実させることは重
要であり、体制整備についての認識を伺いました。

外国人材の活用支援について

髙山ひさお　市議会での質問と結果 ●議会での一般質問▶令和７年６月議会

令和７年「第２回」（６月）及び、「第３回」（９月）定例議会で協議・可決されました。

■第２回（６月）定例会で主な議案
■第３回（９月）定例会で主な議案

●小中学校情報機器購入（学習用コンピューター機器等、2,383 台等）
●令和６年度稲敷市一般会計歳入歳出決算認定等

髙山ひさお
の主張

市民の皆さまからお預かりしている大切な税金、令和６年度（公営企業会
計を除く）決算額349億297万903円の使い方について、ひとつひとつ
の事業の費用対効果・検証を行いしっかりとチェックしてまいります。

質問：読書離れが進む中、図書館（図
書室）の整備方針及び地元商業施設連
携（官民連携）の進捗状況について伺
いました。

答弁：図書館は、築30年を超え老朽化が著しく大規模改修するなど対応して
いる状況であり、利用者の利便性を図るため江戸崎中央公民館図書室を大型商
業施設内へ移転する方向で調査したところ、商業施設全体の改修が必要になる
ことが判明いたしましたとの答弁があり、再質問で商業施設でしかできない新
たな公共サービスの在り方を早急に検討されたい旨の提言をいたしました。

②図書館の在り方のついて

答弁：本市の地域特性（東西に23キロと横
長）を考え、東西２校への集約が教育的な
観点からも最良と考えます。今後は保護者
等説明会の意見も踏まえ柔軟に対応してま
いりますとの答弁がありました。

質問：小中学校を東西２校（江戸崎地区・東地区に集約）が打ち出され
ているが、これまでの学校の仕組みは人口増加時代に設計され、集団を
効率よく経済的に教育する方法が広がったものであるが、国（文科省）
の動向も踏まえ柔軟に検討していくのか伺いしました。

①学校再編整備実施計画について

●議会での一般質問▶令和７年９月議会
質問の趣旨：合併20年を迎えた稲敷市が次の30年、50年を迎えた時、あの時代の政策判断で豊かな地域になることがで
きたと思って頂けるような議論を進めるため３点の質問をさせていただきました。

討議資料

豊かな行政経験を活かした着実なまちづくり。
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〈連絡先／TEL･FAX〉 029‒892‒8365

後援会入会募集！
あなたの意見をお聞かせください。
多くの市民の方々と膝をまじえ、腹をわったお話をしたい。
先輩たちが築き守ってきた「稲敷」を、子どもたちの夢と未
来のために、引き継いであげたいと思っています。

髙山 ■連絡先：〒300-0509
自宅：茨城県稲敷市江戸崎乙802番地10
TEL・FAX  029‒892‒8365
携帯：090‒2563‒4019
Ｅ-mail：q.q.h.taka-1961@outlook.jp

活動報告
更新中！
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昭和36年（1961年)1月8日生まれ
昭和54年土浦日本大学高等学校卒業
昭和58年日本大学卒業
昭和58年稲敷市役所入庁（旧江戸崎町役場）
秘書広聴課長、市長公室室長などの
職責を経て、58歳のとき
副市長を拝命（平成30年)
令和4年11月無所属にて初当選、総務教育常任委員会所属
令和6年12月総務教育常任委員会・委員長拝命

日々の活動

●総務・教育常任委員長として
令和７年度第１回稲敷市社会教育委員
会並びに公民館運営審議会が江戸崎中
央公民館で開催されました。今年度の
事業（社会教育、公民館、社会体育）
の運営方針などが示されました。

●水防訓練
二組合水防訓練（稲敷地方広
域市町村圏事務組合・利根川
水系県南水防事務組合）が、
龍ヶ崎市小貝川市民運動公園
で実施されました。蒸し暑い
中ではありましたが、消防団
員をはじめ関係機関の皆さ
ん、懸命に訓練を実施されて
おり、地域住民の生命と財産
を守るためのご尽力に改めて
敬意と感謝を申し上げる次第
であります。

●20年ぶりの世話人
当番町が神輿を担ぎ、神輿を八坂神社へ運び神官による祝詞
奏上の儀が行われ、私は20年ぶり、２回目の世話人としてお
手伝いさせていただきました。

●あいさつ運動
この日は猛暑の中、子どもた
ちはプール授業だそうです！
「令和７年度・あいさつ運
動」が青少年育成稲敷市民会
議をはじめとした関係団体の
皆さまにより、市内各小学校
で実施されました。

●スマート農業
地元の天王地区の水
田でもドローンを活
用した、カメムシ駆
除の農薬散布が行わ
れてました。これま
で、半日かかっていた作業が30分から１時間で終了したとの
ことです。田んぼに入ることなく、時間的にも体力的にも比
較にならないほど楽に終えたそうです。

●2025いなしき花火大会
市政施行20周年記念「いな
しき夏まつり花火大会」、見
事な花火が披露されました。
翌朝午前５時過ぎから大会関
係者による会場周辺の清掃活
動が行われ、私もお手伝いさせていただきました。

●県知事選挙
茨城県知事候補「大井川
かずひこ」街頭演説会が
江戸崎・笑遊館駐車場に
て行われ、常にチャレン
ジ・変革を成し遂げ、豊かで経済力のある地域にしていく具
体的な政策についての訴えがありました。

市長より：阿波小跡地利活用方針について、これまでの手続
きに不備が生じたことから白紙とし、新たな土地の売却方針
が示されました。今後は、議会決議の趣旨「病院移転整備を
最優先とし、地域に必要な公共施設は適正な手続きのもと整
備を進めること」に基づき、地域住民にとって有益な事業が
進められることを強く望みます。

質問：政府は重点分野として最大20兆円規模の防災減
災投資を予定しており、市としても防災拠点の整備は
必要と考えますが、阿波小跡地利活用事業（病院移
転、避難所、備蓄倉庫、コミュニティセンター整備）
の進捗状況について伺いました。

③防災拠点整備の必要性について


